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ネル用カラーフィルターなどへの展開には、高性能分散剤が必要であること、また、 lH ナノ NMR プロープを用い
ることによって、顔料表面に吸着した分散剤分子モデルの吸着挙動の観測が可能になったことなどを述べた。
第一章では、 13C 核ではなく lH 核を用いることの利点、すなわちその天然存在比の高さから測定時間の大幅な短
縮が可能であること、吸着に水素結合が関与している場合には 13C 核を対象とした場合よりも直接的な情報が得られ
ること、などを述べた。また、フタロシアニンブルー (PhB) 顔料表面へのエチレンジアンモニウムジオクタノエー





た。また、アミドは PhB に吸着しないこと、カルボン酸では、カルボキシル基のプロトンのみが PhB へ捕捉される
ことが分かった。さらに、中心に Cu (ll) を持たないフタロシアニンを用いてアミンの Z の変化を調べたところ、
低下が殆ど見られなかったことより、アミンの PhB への吸着には、 PhB の中心 Cu (ll) が関係していることを明
らかlこし fこo









(2)フタロシアニンブルー (PhB) 顔料表面へのエチレンジアンモニウムジオクタノエート (EDADO) の吸着を





している。また、アミドは PhB に吸着しないこと、カルボン酸では、カルボキシル基のプロトンのみが PhB へ
捕捉されることを見出している。さらに、中心に Cu (ll) を持たないフタロシアニンを用いてアミンの巴の変
化を調べたところ、低下が殆ど見られなかったことより、アミンの PhB への吸着には、 PhB の中心 Cu (l) 
が関係していることを明らかにしている。
(4) T1 に対する IHNMR 測定溶媒の極性およひ'測定温度の影響を調べることによって、 EDADO を原料アミンおよ
びカルボン酸との平衡系である観点から考察し、 PhB への吸着挙動とそのメカニズ、ムについて述べている。
以上のように、本論文は、 lHNMR 縦緩和時聞を用いた顔料分散のメカニズム解明に関するものである。吸着部
のいかなる構造が吸着に有効であるかを解明したこれらの成果は、フタロシアニンブルー顔料に限らず、広く顔料分
散の分野に対して貢献するところが大きく、顔料分散に適した新規高性能分散剤の開発に指針を与えるものであるo
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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